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1. 2027年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2026年4月1日～2026年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期中間期 2,373 8.5 344 △5.1 485 1.1 329 △1.1

2026年3月期中間期 2,186 △3.5 362 60.1 480 50.8 333 48.8

（注）包括利益 2027年3月期中間期　　535百万円 （△46.4％） 2026年3月期中間期　　1,000百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2027年3月期中間期 20.28 ―

2026年3月期中間期 20.51 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2027年3月期中間期 18,451 13,440 72.8

2026年3月期 18,276 12,922 70.7

（参考）自己資本 2027年3月期中間期 13,440百万円 2026年3月期 12,922百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 ― 0.00 ― 1.10 1.10

2027年3月期 ― 0.00

2027年3月期（予想） ― 1.10 1.10

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,900 4.8 750 6.9 940 5.3 640 4.3 39.42

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年3月期中間期 16,237,977 株 2026年3月期 1,623,977 株

② 期末自己株式数 2027年3月期中間期 4,189 株 2026年3月期 3,879 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年3月期中間期 16,233,938 株 2026年3月期中間期 16,234,425 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果により、緩やかな回復基調

で推移しました。一方で、物価上昇や金融市場の変動等により、先行きは依然として不透明な状況が続いておりま

す。

当社グループの主要事業である建設業界におきましては、民間設備投資は一部回復傾向が見られるものの、慢性

的な技術労働者不足、建設資材の価格高騰、受注獲得のための競争激化など、依然として厳しい経営環境が続いて

おります。

このような中、当社グループは、社会資本整備の一翼を担う企業集団として、自然災害の復旧支援、医療施設の

改修事業等、国民の安全と豊かな暮らしの土台形成のための事業展開を行ってまいりました。

この結果、受注高は前年同期比19.5％減の2,265百万円、売上高は前年同期比8.5％増の2,373百万円、営業利益は

前年同期比5.1％減の344百万円、経常利益は前年同期比1.1％増の485百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は

前年同期比1.1％減の329百万円となりました。

当社グループの前期繰越受注高、受注高、売上高、次期繰越高は次のとおりであります。

期間(年度)別
前期繰越受注高

(千円)
受注高
(千円)

売上高
(千円)

次期繰越高
(千円)

前中間連結会計期間 2,385,002 2,814,469 2,186,369 3,013,102

当中間連結会計期間 2,996,744 2,265,130 2,373,049 2,888,825

当中間連結会計期間のセグメント別の業績は以下のとおりであります。

(土木関連事業)

法面保護工事が主体の当事業は、昨年、災害復旧工事等の受注が増加しましたが、今期は、その反動の結果、受

注高は前年同期比83.2％減の66百万円となり、売上高は前年同期比9.7％増の509百万円、営業利益におきましては、

前年同期比27.7％増の105百万円となりました。

当セグメントの前期繰越受注高、受注高、売上高及び次期繰越高は以下のとおりであります。

期間(年度)別
前期繰越受注高

(千円)
受注高
(千円)

売上高
(千円)

次期繰越高
(千円)

前中間連結会計期間 434,364 397,738 464,179 367,923

当中間連結会計期間 1,056,169 66,802 509,121 613,850

(建築関連事業)

医療施設向けの放射線防護・電磁波シールド工事等が主体の当事業は、新築物件・改修工事等の物件数が減少し、

受注高は前年同期比13.5％減の1,335百万円、売上高は前年同期比18.2％増の1,183百万円、営業利益におきまして

は、前年同期比23.5％増の230百万円となりました。

当セグメントの前期繰越受注高、受注高、売上高及び次期繰越高は以下のとおりであります。

期間(年度)別
前期繰越受注高

(千円)
受注高
(千円)

売上高
(千円)

次期繰越高
(千円)

前中間連結会計期間 1,851,979 1,544,813 1,001,083 2,395,710

当中間連結会計期間 1,892,190 1,335,900 1,183,556 2,044,535
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(型枠貸与関連事業)

消波根固ブロック製造用型枠の賃貸及びコンクリート二次製品の販売が主体の当事業は、消波根固ブロックの発

注が減少した地域もあり、受注高は前年同期比1.0％減の823百万円、売上高は前年同期比5.8％減の642百万円とな

り、営業利益につきましては、前年同期比27.3％減の161百万円となりました。

当セグメントの前期繰越受注高、受注高、売上高及び次期繰越高は以下のとおりであります。

期間(年度)別
前期繰越受注高

(千円)
受注高
(千円)

売上高
(千円)

次期繰越高
(千円)

前中間連結会計期間 91,796 832,238 682,616 241,418

当中間連結会計期間 37,596 823,888 642,706 218,778

(その他)

その他の分野には、不動産賃貸事業、海外での事業等をまとめてその他としております。受注高は前年同期比2.9

％減の38百万円、売上高は前年同期比2.1％減の37百万円、営業利益につきましては△8百万円(前年同期5百万円)と

なりました。

当セグメントの前期繰越受注高、受注高、売上高及び次期繰越高は以下のとおりであります。

期間(年度)別
前期繰越受注高

(千円)
受注高
(千円)

売上高
(千円)

次期繰越高
(千円)

前中間連結会計期間 6,861 39,678 38,490 8,049

当中間連結会計期間 10,788 38,538 37,665 11,660

（２）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、175百万円増加し18,451百万円となりまし

た。増加した主な要因は、投資有価証券の増加であります。

負債は、前連結会計年度末に比べ、342百万円減少し5,011百万円となりました。減少した主な要因は、支払手

形・工事未払金等及び1年内返済予定の長期借入金の減少であります。

純資産は、その他有価証券評価差額金が207百万円増加し、利益剰余金が311百万円増加したことにより、前連結

会計年度末に比べ、517百万円増加し13,440百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ、2.1ポイント増加し72.8％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の通期連結業績予想につきましては、業績が概ね予想通りに推移しているため、現時点では2026年5

月20日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。

なお、業績予想の動向につきましては、引き続き精査を進めてまいりますが、受注動向、事業環境、繰延税金資

産の回収可能性等を慎重に見極めつつ業績予想に修正の必要が生じた場合には速やかに開示いたします。これらの

業績予想は、現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断するデータに基づいて作成しており、実際の業績は

今後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,482,660 1,687,801

受取手形・完成工事未収入金等及び契約資産 1,161,508 886,105

電子記録債権 178,445 112,429

有価証券 211,570 204,952

棚卸資産 515,354 542,844

その他 29,053 30,857

貸倒引当金 △5,380 △5,220

流動資産合計 3,573,213 3,459,770

固定資産

有形固定資産

土地 4,916,538 4,916,538

その他（純額） 1,274,600 1,252,770

有形固定資産合計 6,191,138 6,169,308

無形固定資産

その他 739 624

無形固定資産合計 739 624

投資その他の資産

投資有価証券 8,473,102 8,778,042

その他 99,286 105,336

貸倒引当金 △61,342 △61,348

投資その他の資産合計 8,511,048 8,822,030

固定資産合計 14,702,926 14,991,964

資産合計 18,276,139 18,451,734

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 850,935 419,643

電子記録債務 117,283 418,674

１年内返済予定の長期借入金 820,511 514,748

未払法人税等 217,684 198,948

契約負債 253,829 137,492

引当金 31,648 31,432

その他 184,637 214,246

流動負債合計 2,476,530 1,935,185

固定負債

長期借入金 2,037,030 2,148,185

退職給付に係る負債 70,485 63,285

繰延税金負債 735,247 835,682

その他 34,282 29,039

固定負債合計 2,877,046 3,076,193

負債合計 5,353,576 5,011,378
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,120,000 1,120,000

資本剰余金 1,473,840 1,473,840

利益剰余金 8,587,159 8,898,616

自己株式 △965 △1,053

株主資本合計 11,180,034 11,491,402

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,740,458 1,947,622

退職給付に係る調整累計額 2,071 1,329

その他の包括利益累計額合計 1,742,529 1,948,952

純資産合計 12,922,563 13,440,355

負債純資産合計 18,276,139 18,451,734
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

(中間連結損益計算書)

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

売上高 2,186,369 2,373,049

売上原価 1,519,255 1,725,658

売上総利益 667,113 647,391

販売費及び一般管理費 304,121 302,740

営業利益 362,992 344,650

営業外収益

受取利息 949 1,535

受取配当金 134,266 156,618

その他 7,471 10,043

営業外収益合計 142,687 168,197

営業外費用

支払利息 24,436 23,353

持分法による投資損失 572 208

その他 2 3,350

営業外費用合計 25,010 26,912

経常利益 480,668 485,936

特別利益

投資有価証券売却益 19,937 9,140

固定資産売却益 16 18

特別利益合計 19,954 9,158

特別損失

固定資産除売却損 ─ 118

特別損失合計 ─ 118

税金等調整前中間純利益 500,622 494,976

法人税、住民税及び事業税 175,009 158,714

法人税等調整額 △7,425 6,948

法人税等合計 167,584 165,662

中間純利益 333,038 329,313

非支配株主に帰属する中間純利益 ─ ─

親会社株主に帰属する中間純利益 333,038 329,313
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(中間連結包括利益計算書)

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

中間純利益 333,038 329,313

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 666,356 207,164

退職給付に係る調整額 829 △741

その他の包括利益合計 667,185 206,423

中間包括利益 1,000,223 535,736

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 1,000,223 535,736

非支配株主に係る中間包括利益 ― ―
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 500,622 494,976

減価償却費 53,889 48,618

貸倒引当金の増減額（△は減少） 828 △154

賞与引当金の増減額（△は減少） △837 △216

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △493 △7,200

受取利息及び受取配当金 △135,216 △158,154

支払利息 24,436 23,353

為替差損益（△は益） △1,142 △199

固定資産除売却損益（△は益） △16 100

投資有価証券売却損益（△は益） △19,937 △9,140

持分法による投資損益（△は益） 572 208

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 319,568 360,660

棚卸資産の増減額（△は増加） 5,191 △27,490

仕入債務の増減額（△は減少） △219,000 △129,901

契約負債の増減額（△は減少） △96,325 △116,337

その他 42,406 1,295

小計 474,548 480,419

利息及び配当金の受取額 135,216 158,154

利息の支払額 △24,436 △23,353

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △143,817 △175,569

営業活動によるキャッシュ・フロー 441,510 439,651

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △42,954 △26,674

投資有価証券の取得による支出 △194,752 ―

投資有価証券の売却による収入 36,223 10,880

関係会社株式の取得による支出 △25,000 ―

貸付けによる支出 ― △7,956

貸付金の回収による収入 170 ―

その他 △2,207 △5,003

投資活動によるキャッシュ・フロー △228,521 △28,753

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △255,199 △194,626

リース債務の返済による支出 △1,346 ―

配当金の支払額 △17,847 △17,860

その他 △42 △87

財務活動によるキャッシュ・フロー △274,435 △212,574

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,142 199

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △60,304 198,522

現金及び現金同等物の期首残高 1,364,173 1,394,231

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,303,868 1,592,754
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

配当金支払額

(決 議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月26日
定時株主総会

普通株式 17,857 1.1 2025年３月31日 2025年６月27日 利益剰余金

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

配当金支払額

(決 議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年６月25日
定時株主総会

普通株式 17,857 1.1 2026年３月31日 2026年６月26日 利益剰余金

(会計方針の変更に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

土木関連
事業

建築関連
事業

型枠貸与
関連事業

計

売上高

一定期間にわたって認識
する収益

464,179 895,596 ─ 1,359,775 ─ ─ 1,359,775

一定時点で認識する収益 ─ 105,486 57,018 162,504 5,609 ─ 168,114

顧客との契約から生じる
収益

464,179 1,001,083 57,018 1,522,280 5,609 ─ 1,527,890

その他収益 ─ ─ 625,597 625,597 32,881 ─ 658,479

外部顧客への売上高 464,179 1,001,083 682,616 2,147,878 38,490 ─ 2,186,369

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 464,179 1,001,083 682,616 2,147,878 38,490 ─ 2,186,369

セグメント利益 82,744 186,399 221,942 491,087 5,487 △133,582 362,992

(注) １．その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、不動産賃貸事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益の調整額 △133,582千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

中間連結
損益計算書
計上額
(注)３

土木関連
事業

建築関連
事業

型枠貸与
関連事業

計

売上高

一定期間にわたって認識
する収益

509,121 1,099,194 ─ 1,608,315 ─ ─ 1,608,315

一定時点で認識する収益 ─ 84,362 87,838 172,200 5,104 ─ 177,304

顧客との契約から生じる
収益

509,121 1,183,556 87,838 1,780,515 5,104 ─ 1,785,620

その他収益 ─ ─ 554,868 554,868 32,561 ─ 587,429

外部顧客への売上高 509,121 1,183,556 642,706 2,335,383 37,665 ─ 2,373,049

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 509,121 1,183,556 642,706 2,335,383 37,665 ─ 2,373,049

セグメント利益又は損失(△) 105,637 230,133 161,377 497,147 △8,109 △144,386 344,650

(注) １．その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業、不動産賃貸事業等を含んでお

ります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△144,386千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


